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業結果では， 2 歳 3 ヵ月（以後 2：3 と表記）







は 2：6 〜 3：0 が境界域，「重さの比較（例示



































































































行った研究が，知覚レベルではすでに 4 〜 6 か
月の乳児も大きさの恒常性を有している，と示



































発 達 教 育 学 部 紀 要










4 歳から転移可能，条件Ｂでは 6 歳になってか
ら可能であったが，その順序が条件Ｂとは逆の

















































































































































































































































































の 課 題 で も 明 確 な 差 は 認 め ら れ な か っ た
（Clamer の連関係数，「大小」Ｖ＝0. 12「象」




































　 正答 誤答 計
象
正答 9 0 9
誤答 3 14 17




　 正答 誤答 計
母
正答 11 1 12
誤答 1 13 14
計 12 14 26
（「誤答」は一貫しない反応，無反応も含む）
─ 45 ─

























































































































































る者が 7 名（19. 4％）と多くなっていることで




　 　 正答 誤答 正答＊ 誤答 計
提示順
母先 11 6 12（3） 5 17
自分先 10 9 7 12 19























〜 2：11のうちの 6 名である。
「自分」課題で一貫して大きい方を示した者
は「自分」課題先呈示群のみに 3 名あった。こ


















































正答 18 4 22
誤答 3 11 14






正答 誤答 計 正答＊ 誤答 計
大小
正答 10 1 11 6（3） 5 11
誤答 2 4 6 1 7 8
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